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市内各地の名所・旧跡を
写真で紹介します。Mini

大
平
運
動
公
園
の
東
、
永
野
川
沿
い
に
あ
る
磯
山
は
、
一
部
の
人

の
間
で
は「
県
内
一
低
い
山
」（
標
高
51
ｍ
）と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。

中
腹
に
は
諏
訪
神
社
が
鎮
座
し
、
地
域
の
人
か
ら
は
磯
山
神
社
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
山
頂
付
近
に
は
円
筒
状
の
建
造
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
昭
和
18
年
に
、（
株
）
日
立
製
作
所
栃
木
工
場
が
操
業
を
開

始
し
た
際
、

工
場
へ
の
水

の
供
給
の
た

め
に
建
造
さ

れ
た
水
槽
で
、

昭
和
40
年
ま

で
重
要
な
役

割
を
果
た
し

て
い
た
と
さ

れ
、
現
在
は
、

諏
訪
神
社
と

（
株
）
日
立
製

作
所
栃
木
工

場
に
よ
っ
て

保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

磯
山
と
不
思
議
な
建
造
物

　
家
中
小
学
校
の
校
庭
で
青
々
と
し
た
葉
を
茂
ら
せ
る
、
樹
齢

１
０
０
年
以
上
の
な
ん
き
ん
は
ぜ
。
市
の
天
然
記
念
物
・
栃
木
の

銘
木
百
選
に
も
選
定
さ
れ
る
こ
の
木
は
、
日
露
戦
争
後
に
当
時
の

校
長
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
子

ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

◀
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
る
な
ん
き
ん
は
ぜ
の
木

家
中
小
学
校
の
な
ん
き
ん
は
ぜ

▲
磯
山
頂
上
に
残

る
巨
大
な
水
槽

　藤岡神社は、天慶 3（940）年六所
神社として創建されました。天正 18
（1590）年兵火で焼失しましたが、再
建され、1821（文政 4）年柴岡神社
となったと伝えられています。明治 8
（1875）年現在の藤岡神社と改名され
ました。
　社殿の正面左右に立つ２本の大欅
は、推定樹齢約 400 年。平成元年に
栃木県名木百選に選定されました。ま
た、境内には芭蕉の句碑もあり、長い
歴史が感じられます。

藤岡神社の大欅

　
岩
舟
町
静
戸
に
あ
る
こ
の
古
墳
は
、
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
後
期
古
墳
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
古

墳
は
東
側
に
広

大
な
水
田
耕
作

を
営
む
人
々
の

豪
族
の
墳
と
し

て
築
か
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
上

円
下
方
墳
と
い

う
、
日
本
で
も

類
例
の
少
な
い

め
ず
ら
し
い
墳

形
式
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
上
円
下
方
墳
」

と
い
う
、
類

例
の
少
な
い
め

ず
ら
し
い
墳
形

式
と
言
わ
れ
る

金
塚
山
古
墳
▼

金
山
塚
古
墳

◀
桜
を
紹
介
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
看
板▲１９本のソメイヨシノが植栽された桜堤

　西方地域に新たな桜の木が植樹されました。この桜の木は、西方町金崎にあるかっ
ぱ広場西側の堤防沿い、栃木県が行った思川の河川堤防工事により整備された堤に植
栽されました。地元の商工会関係の若手有志による「にしかた桜堤の会」の協力のも

とで桜の管理が
行われています。

思川金崎堤防桜堤

◀水辺と木陰に囲まれた境内は夏の散策にも
　オススメです

鳥居を囲むように立つ２本の大欅▶

▲創建は約 1800年前頃と伝えられています

　「糸
いとゆう
遊に結びつきたる煙かな」惣社町にある大神神社は、大物主神を祭神とし、古く

から「下野惣社」として知られています。また、松尾芭蕉が「奥の細道」の途中に立
ち寄り句を詠んだとされ、句碑があります。境内には、水を張った池の中に石橋や、
朱塗の橋がかかる島が八つあり、それぞ
れの島に筑波神社、天満宮等 8つの神社
が鎮座し、『室の八島』と称されています。

大
おおみわ

神神社と芭蕉のゆかり


